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科学専攻、情報学専攻からなる複合科学研究科の一専攻となった。 

2005 年 4 月従来の 4 研究系を、基幹的研究組織（モデリング研究系、データ科学研究系、

数理・推論研究系）と戦略的研究組織（予測発見戦略研究センター、リスク

解析戦略研究センター）からなる新しい研究組織に再編した。また 2 附属施

設と技術課を統合・再編して統計科学技術センターを設置した。  
2006 年 4 月運営企画室を設置した。 
2008 年 3 月知的財産室を設置した。 
2008 年 4 月附属施設に新機軸創発センターを設置。運営企画室を運営企画本部に改組し、

同本部に知的財産室、評価室、広報室の 3 室を設置した。 
2009 年 1 月運営企画本部に新たに企画室を設置した。 
2009 年 10 月港区南麻布から立川市緑町へ移転した。 
2010 年 6 月 Akaike Guest House（宿泊施設）の運用を開始した。 
2010 年 7 月管理部を極地研・統数研統合事務部に改組、および共通事務センターを設置

した。運営企画本部に新たに NOE 推進室を設置した。 
2011 年 1 月研究施設に、データ同化研究開発センターおよび調査科学研究センターを設

置した。 
2012 年 1 月研究施設に統計的機械学習研究センター、サービス科学研究センター、統計

思考院を設置した。 
2012 年 4 月基幹的研究組織（モデリング研究系、データ科学研究系、数理・推論研究系）

を改組した。 
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3. データ科学研究系 

情報・システム研究機構 統計数理研究所の研究活動の目標に対し，データ科学研究系の

研究成果および活動は「期待される水準を上回る」と判断する．以下，主に研究活動の水

準評価の観点からその根拠について報告する．なお，ここでの研究活動に関するデータは

毎年度発行されている統計数理研究所年報および外部評価のために各教員から提出された

平成 22～24 年度自己点検書に基づいている． 

1. 系の研究内容と構成などの概要 
統計数理研究所は，平成 16（2004）年 4 月に法人化により大学共同利用機関法人情報・

システム研究機構を構成する一研究所となり，翌平成 17（2005）年 4 月に基幹的研究組織

を改組して 3 つの研究系による構成とした．その 3 研究系の内の 1 つがデータ科学研究系

である．発足当時は 19 名の教員が所属していた． 
現在（平成 25（2013）年 7 月）の系の構成員は，教授 5 名，准教授 7 名，助教 4 名の計

16 名である． 
第２期中期計画下の平成 22（2010）年度期首は，教授 8 名，准教授 6 名，助教 3 名の計

17 名であったが，平成 23 年 2 月に病没により藤田教授を失った．平成 23（2011）年度期

首は，准教授から教授への昇任が 2 名あり，教授 8 名，准教授 4 名，助教 3 名の計 16 名と

なり，年度途中に准教授 1 名の採用があった．平成 24（2012）年度期首は，3 つの基幹研

究系の見直しの結果，研究グループが再編され，他系に教授 3 名，准教授 1 名が異動，他

系から准教授 3 名，助教 1 名が異動となり，さらに助教 2 名の採用もあって，教授 6 名，

准教授 7 名，助教 6 名の計 19 名であった．その後期末までに助教 1 名の任期満了と期末に

教授 1 名，助教 1 名の転出があり，現在の構成となっている． 
以降の記述は，平成 24 年度期首の系間での教員の異動を考慮せず，平成 24 年度におけ

る構成員によるものを基本としている． 

1-1. 系の構成 

本研究系の目的は，以下の 3 つの方法に関する研究・開発を行うことにより，データに

基づく推論を基礎とする諸分野の科学の発展に寄与することである．(i) 不確実性と情報の

不完全性に対処するためのデータ設計の方法，(ii) 証拠に基づく実践のための計量的方法と

これらの方法に即応したデータ解析方法，(iii) 複雑・大量の多次元データの探索的解析方

法である．これら(i)～(iii)への加重の置き方を勘案して，教員は，3 つの研究グループのい

ずれか，すなわち，データ設計グループ，計量科学グループ，構造探索グループに属して

研究活動を行っている． 

1-2. グループの研究目標とテーマ，構成員 

本節における以下の記述は平成 25年度版「統計数理研究所年報」の記載に基づいている． 
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1-2-1. データ設計グループ 

活動目標 多様な調査・実験環境下での統計データ収集システムの設計と，そのシス

テムに即応した統計解析法の研究・開発，ならびに，それらの応用に関する研究を進め

ることである．標本調査法や社会調査法，実験計画法の研究に取り組むだけでなく， さ
まざまな領域における複雑な現象の調査・実験による解明に資する実用的研究を目指し

ている． 
現構成員 中村 隆（教授，研究主幹兼務），吉野諒三（教授，調査科学研究センター

長兼務），丸山直昌（准教授），前田忠彦（准教授），土屋隆裕（准教授），河村敏彦（助

教）の 6 名である． 
研究テーマ 社会調査法と解析法の研究，統計的日本人研究，継続調査データのコウ

ホート分析，標本調査法の研究と応用，国際比較の方法論研究―文化多様体解析，アジ

ア太平洋価値観国際比較調査，個と集団のダイナミズムの認知科学的研究，縦断調査・

反復横断調査の設計と解析，調査における非標本誤差の研究，潜在変数モデルの理論と

応用，間接質問法の理論と応用，PDCA サイクルにおける調査データの利活用，代数幾

何的符号の復号に関する研究，統計科学関連情報収集および開示に関する研究，実験計

画法，ロバストパラメータ設計，統計的品質管理，などである． 

1-2-2. 計量科学グループ 

活動目標 これまで測定されてこなかった現象の計量化，また膨大なデータベース等

からの効率的な情報抽出を通して，統計的証拠を同定し，評価する研究を進めることで

ある．そのための方法および得られるデータの解析方法の研究・開発を行い，実質科学

の諸分野における応用研究に取り組むことにより，証拠に基づく実践的な応用統計数理

研究を展開することを目指している． 
現構成員 山下智志（教授，リスク解析戦略研究センター長兼務），島谷健一郎（准教

授），逸見昌之（准教授），清水信夫（助教），野間久史（助教）の 6 名である．この他，

評価対象期間中に，松井茂之（教授，H25.03 まで．現名古屋大学大学院医学系研究科・

教授）が在籍した． 
研究テーマ 信用リスク計量化モデルに関する研究，ファイナンスモデルの評価法の

開発，大規模信用データベースの効率的管理と共同利用，個別化医療の開発のための臨

床研究の方法論，探索的臨床試験の計画と解析，ゲノム情報の解析とバイオマーカーの

開発と評価，長期モニタリングの調査設計，フィールドにおけるサンプリングデザイン，

野生生物データの時空間モデリング，欠測データ解析，メタアナリシスの基礎と応用，

セミパラメトリック推測の基礎と応用，シンボリックデータ解析，関数データ解析，疫

学研究のデザインと統計解析の方法論，などである． 

1-2-3. 構造探索グループ 

活動目標 実際の現象に潜む具体的な統計数理的問題を素材に，応用統計数理研究を

進めることである．特に，様々な量的・質的変数によって把握される多次元データにお
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ける諸変数の相互関連の探索的解析方法の研究・開発に取り組み，自然科学，社会科学

を問わず諸分野における現象の構造探索への貢献を目指している． 
現構成員 椿 広計（教授，副所長兼務），金藤浩司（教授），足立 淳（准教授），黒

木 学（准教授），朴 堯星（助教）の 5 名である．この他，評価対象期間中に，曹 纓

（助教，H24.12 まで）および尾碕幸謙（助教，H25.03 まで．現筑波大学大学院ビジネ

ス科学研究科・准教授）が在籍した． 
研究テーマ 経営の高度化に資する因果データ解析モデル，精密累積データに対する

セミパラメトリックモデリング，環境情報基盤整備に関する研究，環境基準を支える統

計的方法論の研究，分子系統樹推定法の研究，ゲノム構造の比較による進化のメカニズ

ムの解明，ゲノム情報による生物多様性の解析，統計的因果推論の理論と応用，グラフ

ィカルモデルの理論と応用，組織と個人の意思決定プロセスのマルチレベル分析，住民

意識調査からみえる地域の潜在力研究，構造方程式モデリングによる自治体職員の心理

メカニズム解析，などである． 

2. 系の研究成果 

研究グループごとに主な研究成果を取りまとめると，以下のとおりである． 

2-1. データ設計グループ 

日本人の国民性に関する統計的研究，継続調査データから年齢・時代・世代（コウホー

ト）効果を分離するコウホート分析に関する方法論の研究とその諸分野における継続調査

データへの応用，郵送調査法の実施方法に関する研究，調査不能者の特性の分析と調査不

能バイアス補正に関する研究，環太平洋価値観調査など国際比較調査の実施とその結果に

よる信頼感に関する研究，社会言語学者との連携による「鶴岡市における言語調査」など，

連携組織との共同調査研究などについて論文等の成果をあげている．また，次世代タグチ

メソッドを構築するため，ロバストパラメータ設計における統計数理的方法の開発を行い，

この成果は統計ソフトウェア SAS JMP に組み込まれ，産学共同研究・共同利用を支援して

いる． 
多様な調査・実験環境下での統計データ収集のシステムと，そのシステムに即応した統

計解析法の研究・開発・応用に関する研究を行い，さまざまな領域における複雑な現象の

調査および実験による解明に資する実用的な研究を続けている． 

2-2. 計量科学グループ 

特徴的なフィールドデータに対応できフィールドワーカーを満足させる時空間モデリン

グの研究，集約的シンボリックデータの混合分布モデルに基づくクラスター分析に関する

研究，臨床研究・疫学研究における医療統計学の理論と応用，欠測データ問題としての共

変量シフトに関する研究，地方銀行の統合回収データベースの構築とモデル化に関する研
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究およびプロジェクト，バイオマーカーを用いた第三相臨床試験デザインに関する研究な

どを行った． 
実社会における要請とデータベースを統計科学の手法を用いてモデリングを行い，多く

の学問分野と統計科学的方法の融合を実現しつつ，実用的成果をあげている． 

2-3. 構造探索グループ 

質と量の混在するデータの多変量一般化線形モデル，経営の高度化に資する因果データ

解析，環境基準を支える統計的方法論の研究，環境情報基盤整備に関する研究，ゲノム構

造の比較解析，生命情報学の理論的研究，分子系統樹推定法の研究，海生哺乳類の系統進

化及び分岐年代推定，生物多様性の分子進化メカニズムの解明，統計的因果推論の理論と

応用，グラフィカルモデルの理論と応用，社会科学のための潜在変数モデル開発，マルチ

レベルモデルの理論と応用，縦断・パネルデータ解析，行政組織の産業組織心理学的アプ

ローチ，構造方程式モデリングによる自治体職員の心理メカニズム解析，組織と個人の意

思決定プロセスのマルチレベル分析等の研究を行った． 
基礎的研究のみならず，国際標準化活動、統計的因果推論の理論研究と実質科学への貢

献等による実社会の課題に対しての取り組みも積極的に行っている． 

2-4. 研究成果に関する自己評価 

本研究系の対象とする研究分野は，所属教員が発表した「主な掲載雑誌名」リスト（参

考資料 5-1）により一覧でき，統計科学関連雑誌ばかりでなく，医学・看護学・薬理学・疫

学・健康科学，生物科学，環境科学，言語科学・心理学・社会心理学・行動遺伝学，法学，

経営学・経済学に及び，実質科学分野との共同研究の成果を問うデータ科学研究系の姿勢

を引き続き堅持している． 
研究活動の数量的な側面としては，「研究成果の論文による発表状況」（参考資料 5-1）に

あるとおり，査読付き論文は年間一人当たり 1.7 本程度の発表を行っており，この内英文の

ものが半数以上を占めている．その他の論文および著書等を合わせると年間一人当たり 3
本程度の発表となる．これらの数値を 6 年前の時点における第 1 期中期計画下の同様の数

値と比べると 5 割以上向上しているとみることができる（統計数理研究所「現状と課題－

自己点検評価・外部評価報告書－」2008 年 3 月, p.41 参照）． 
また，「研究成果の口頭による発表状況」（参考資料 5-2）によれば，国際学会での発表が

年間一人当たり 1.6 件，国内学会では 4.5 件程度なされている．さらに，活動の水準を推し

量る別の側面として「科研費の獲得状況」（参考資料 5-3）をみると，半数近くの教員が研

究代表者として研究費を獲得している．これらの点についても 6 年前の時点と比べると確

実に向上している（上掲書同頁参照）． 
学術コミュニティへの貢献も「学術誌等の編集委員」（参考資料 5-8）にみるように着実

に果たしている． 
以上により，データ科学研究系は「期待される水準を上回る」研究成果を上げていると

判断する． 
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3. 研究活動の実施状況 
データ科学研究系において自己評価できる研究活動の実施状況について，12 点を以下に

取り上げて述べる． 

3-1. 鶴岡市における言語調査（参考資料 5-4） 

平成 23（2011）年度中に，大学共同利用機関法人人間文化研究機構・国立国語研究所と

の連携協定による共同調査（連携研修調査）として，1950 年以来約 20 年に一度実施され

てきた「鶴岡市における言語調査」の第４回目の調査を実施した．この調査は，山形県鶴

岡市という地域社会における言語生活の実態，特に共通語化の過程を明らかにすることを

目的としており，第１回調査から国立国語研究所と統計数理研究所の研究者が協力して実

施してきた． 
地域社会での言語生活の実態を明らかにするために，各調査回とも鶴岡市民から無作為

に選んだ対象者にランダム・サンプリング調査を行う他，第２回目からは前回までの調査

協力者に再度協力を依頼するパネル調査を組み合わせたデザインで実施されている点が特

徴的で，このデザインによる調査としては言語のみならず他の分野を含めても世界最長の

歴史を持つとされる．この調査により，語彙や発音やアクセントなどが足並みを揃えて同

じスピードで変化（共通語化）していくわけではなく，言語の側面により変化の遅速があ

ることなど，言語変化に関するモデルの検討材料を提供した貴重な調査として言語学分野

で広く知られている． 
2011 年の第４回調査で得られた最大の知見として，現在の鶴岡市民がほぼ全年齢層に渡

って共通語の運用能力を身につけ，地域社会としての共通語化が最終段階にきたことなど

を指摘し，地元のメディアなどでも紹介されてきた．成果の一端を鶴岡市民向けの報告会

や，国内外での学会発表を通じて公表しており，今後，調査に基づく書籍の刊行等を通じ

更に幅広く成果の発信を目指している． 
この調査を素材とした中村のベイズ型コウホート・モデルによる分析から，音声の変化

にはコウホート効果が最も優勢で時代効果も多くの項目で観察されるなど，統計的なモデ

リングにより初めて確証される知見も得られつつある．こうした成果は国立国語研究所と

統計数理研究所の共同研究により初めて可能となった点で，特色ある成果と考えられる． 

3-2. 意識の国際比較調査—文化多様体解析（参考資料 5-5） 

国民性の調査研究は 1970 年代に入り，日本人をより深く考察する目的で，「意識の国際

比較研究」として，言語や民族など何らかの共通点がある国々のペアを比較して異同を明

らかにし，この比較の環を徐々に繋ぐことによって国際比較研究を進める「連鎖的調査分

析」と呼ぶ方法論を展開している．様々に異なる国を比較する時は，翻訳の問題，各国固

有の調査方法の違いなど，「国際比較可能性」の追究も主要な研究課題となる． 
近年は，2000 年代初頭より，科学研究費・基盤研究(A)による「東アジア価値観国際比較

調査」および「環太平洋価値観国際比較調査」を遂行してきた．これらをさらに整備・発

展させた形で，平成 22（2010）年度からは，5 年間の継続研究として科学研究費・基盤研
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究(S)（H22～H26 年度，総額 114,100 千円：直接経費）による「アジア・太平洋価値観国

際比較調査」を展開し，「文化多様体解析 Cultural Manifold Analysis (CULMAN)」という

国際比較調査研究のパラダイムの下で，計量的文明論の確立をめざしている． 
このプロジェクトの開始とともに，調査科学 NOE 事業の中核となる調査科学研究センタ

ーが創設され，統計数理研究所の国内横断反復および国際比較の各調査研究を推進させる

体制が整備されてきた． 

3-3. ソブリンリスク格付評価モデルの構築 

平成 24 年 4 月より国際協力銀行と共同で，日本国の対外協力融資債権のデフォルトデー

タおよびパリクラブ（フランス財務省主催の主要債権国会議）のリスケジューリングデー

タベースの統合を行った．それをもとに 1970 年代以降のソブリン（国債）のデフォルト要

因分析を行い，最新の統計型信用リスクモデル（ICE を用いた異常値修正込みの強度ロバ

ストロジットモデル）の技術を応用することによって，予測精度の高いソブリン格付モデ

ルを構築した．25 年 1 月より国際協力銀行の格付システムに実装し，業務フローを旧モデ

ルから移管した．開発途上国政府に対する借款の可否および貸出金利の設定について，モ

デルから算出される投資リスクを考慮することによってより合理的かつ効率的な国際支援

を行えるようになった． 

3-4. 降圧剤の臨床試験データに基づく有害事象のリスク評価法の提案 

降圧剤の臨床試験ではしばしば，被験薬（新薬）と対照薬（標準薬等）を試験参加患者

にそれぞれ単独投与して比較するだけでなく，それらに別の降圧剤（利尿薬等）を併用し

た形で比較することがある．そして，統計解析も単剤試験と併用試験でそれぞれ別々に行

われるのが通常である．Fujii, Henmi and Fujita (2012)[1], Statistics in Medicine (IF=1.877) は，

既に行われた降圧剤の単剤試験と併用試験の両方のデータを事後的に用いて，有害事象発

生リスクに対する療法（単剤療法 vs 併用療法）と治療（新薬 vs 標準薬）の因果的交互作

用を評価するために，傾向スコアによる重み付け法と（その発展形である）二重ロバスト

推定法の適用を提案した．なお, 本研究は, 故藤田教授の統計数理研究所リスク解析戦略研

究センター医薬品・食品リスク研究グループにおいて構築された臨床試験データベースの

データを用いて行われたものであり，その成果としても特筆に値するものである． 
[1] Fujii, Y., Henmi, M. and Fujita, T. (2012).  Evaluating the interaction between the therapy and 

the treatment in clinical trials by the propensity score weighting method.  Statistics in 
Medicine, 31, 235-252. 

3-5. メタアナリシスにおける信頼区間の構成法の提案 

目的を同じくする複数の研究（例えば複数の臨床試験）の統計的な結果を統合して, より

強い統計的なエビデンスを得るための解析をメタアナリシスという．メタアナリシスにお

いては，しばしば都合のよい研究結果が公表されやすいので，公表された結果だけを対象

に解析を行うと統合結果にバイアスが生じるという問題（公表バイアスの問題）がある．

Henmi and Copas (2010)[2], Statistics in Medicine (IF = 1.877) は，特にその影響を受けやすいと
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言われているランダム効果モデルに基づく方法に対し，ある修正を加えることによって公

表バイアスの影響を受けにくい信頼区間の構成法を提案した．この方法は, 論文出版直後か

ら医学統計の研究者や実務家の反響が多く，統計解析ソフトウェア R のメタアナリシス関

連パッケージ metafor に組み入れられた（2013.06）． 
[2] Henmi, M. and Copas, J. B. (2010).  Confidence intervals for random effects meta-analysis 

and robustness to publication bias.  Statistics in Medicine, 29, 2969-2983. 

3-6. 個別化医療に向けた第三相臨床試験デザイン 

Matsui, et al. (2012)[3], Clinical Cancer Research (IF = 7.837) は，治療前のゲノムワイドデー

タを用いた治療効果予測マーカーの開発とマーカー規定集団での治療効果の検証を同時に

行うための第三相試験のデザインを提案した．治療効果をマーカー値の連続的な関数とし

てモデリングすることで，個人レベルでの治療成績（生存時間）の予測が可能となった．

これを多発性骨髄腫のランダム化試験に適用し，これまで難しいとされていた生存時間上

での治療効果予測に成功した．従来のランダム化試験の枠組みは患者集団での平均治療効

果の推測を行うものである．しかし、治療効果に大きな個体差があるとき，これを個々の

患者の効果予測として用いるには限界があった．本論文は，「集団での推測」のみならず「個

での予測」も可能とする，個別化医療に向けた新しい臨床試験デザインの枠組みを提案す

るものである．この成果は，アメリカがん学会 American Association for Cancer Research 
(AACR)の発行する学術誌 Clinical Cancer Research の 18 巻 21 号におけるハイライトペーパ

ーとして紹介され，高い国際的評価を得ている． 
[3] Matsui, S., Simon, R., Qu, P., Shaughnessy, J. D. Jr., Barlogie, B. and Crowley, J. (2012).   

Developing and validating continuous genomic signatures in randomized clinical trials for 
predictive medicine.  Clinical Cancer Research, 18(21), 6065-6073. 

3-7. 関連遺伝子の検出と分子診断法の開発のための統計的方法論（参考資料 5-6） 

近年の分子生物学とバイオ技術の飛躍的な発展によって，人を対象とした医学研究にお

いても、全ゲノム規模での膨大な遺伝情報を得ることが可能となり、疾患の機序の解明と

新たな治療標的の同定，さらには分子診断法の開発が期待されている．Noma, Matsui, et al. 

(2010)[43], Biostatistics (IF=2.427) は，膨大なゲノムデータから，効率よく疾患関連遺伝子の

ランキングを行うためのベイズ流の方法論を与えた．また，Noma and Matsui (2013)[45], 

Statistics in Medicine (IF=2.044) は，柔軟なセミパラメトリックモデルの枠組みでこの方法を

拡張した．さらに，より効率的な疾患関連遺伝子のスクリーニング法として，Noma and 

Matsui (2012)[44], Statistics in Medicine (IF=2.427) は，Neyman-Pearson 補題を多重検定に拡

張し，経験ベイズ法に基づく最適な検定方式を与えた． 
分子診断法の開発においても，疾患関連遺伝子のスクリーニングと予測精度の評価は重

要な課題である．Matsui and Noma (2011)[41], Biostatistics (IF=2.427) は，階層混合ベイズモデ

ルに基づく疾患関連遺伝子の選択方法と，任意の関連遺伝子セットに対する予測精度の推

定方法を提案した．また，個々の疾患関連遺伝子の効果サイズの推定や研究の計画段階に

おけるサンプルサイズの設計も重要な問題であり，Matsui and Noma (2011)[42], Biometrics 
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(IF=1.412) は，階層混合ベイズモデルに基づいてそのための統一的な枠組みを構築した． 
 これらの研究成果を評価され，海外の研究者から，教科書・専門書の分担執筆の依頼を

受け，Matsui and Noma (2012) と Noma and Matsui (2013) の 2 編の総説を上梓した（この 2
編の文献については参考資料 5-1 の「著書」の項を参照）． 

3-8. 医学研究におけるデータ科学の実践（参考資料 5-7） 

実質科学の様々な分野の研究に共同研究者や統計アドバイザー等の立場で参画し、適切

な統計的方法の実践を通して、科学的な研究の推進に貢献することはデータ科学の重要な

使命の一つである。医学研究の分野では，がんの遺伝子解析研究や分子診断法開発[4][5][6]，

治療薬の臨床試験（がん，胃潰瘍・十二指腸潰瘍，末梢性神経障害性疼痛）[7][8][9][10][11][12]，

口投与薬物の胃腸管内通過時間や食道がんの外科治療のメタアナリシス[13][14]，冠動脈バイ

パス手術の治療成績の臨床疫学研究[15] に参画し，研究デザイン，データ解析に関する統計

的方法の実践を通してこれらの研究に貢献した．いずれも下記に示すように IF の高い雑誌

に掲載されている． 
[4] Yamaguchi, et al. (2010),  Oncogene (IF = 7.357). 
[5] Matsumura, et al. (2010),  Cancer Science (IF = 3.479). 
[6] Negoro, et al. (2012),  Nature Communications (IF = 10.015). 
[7] Yoshimura, et al. (2010),  International J. of Urology (IF = 1.734). 
[8] Shoji, et al. (2011),  British J. of Clinical Pharmacology (IF = 3.578). 
[9] Sugano, et al. (2011),  J. of Gastoroenterogy (IF = 3.788). 

[10] Sugano, et al. (2012),  J. of Gastroenterology (IF = 3.788). 
[11] Sakaki et al. (2012),  J. of Gastroenterology and Hepatology Research (IF = 3.325). 
[12] Ishiguro, et al. (2012),  BMC Cancer (IF = 3.333). 
[13] Kokubo, et al. (2013),  Pharmaceutical Research (IF = 4.742). 
[14] Honda, et al. (2013),  Annals of Surgery (IF = 6.329). 
[15] Nakano et al. (2013),  J. of Thoracic and Cardiovascular Surgery (IF = 3.526). 

3-9. 日本統計学会統計活動賞 (2010) 受賞 

椿教授は，統計的方法の応用に関する ISO TC69 国際標準化活動に国内対応委員として

1981 年から参画，さらに 1985 年からは国際エキスパートメンバーとして参画し、科学研

究費活動の成果である出版物 Tsubaki, Nishina and Yamada (2008): The Grammar of Technology 

Development (Springer)で示した統計的方法の活用に関する方向性を基に，2009 年に

ISO/TC69/SC8 (Application of Statistical and Related Methodology for New Technology 
and Product development) の設立を呼び掛けた．現在同 SC の委員長を務めるとともに，

関連国際規格起案作業の責任者も務め，2012 年には統計数理研究所において ISO TC69 を

開催した．この他，統計数理研究所の物理乱数を含む世界初の乱数国際規格 ISO 28640 
(Random-Variate Generation Methods) を日本提案案件として 2010 年に発行させた．統

計的方法以外にも，マネジメントシステム関連規格の国際原案作成にも貢献し，2009 年に
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は経済産業大臣表彰（標準化功労）を受けると共に，2011 年には「リスク NOE 形成と工

業標準化国際規格開発」の貢献に対して日本統計学会活動賞(2010)を受賞した。 

3-10.  統計的因果推論の理論研究と実質科学への応用 

社会科学や医学等の諸分野においては，無作為化実験をおこなうことは簡単なことでは

ない．しかし，そのような状況においても因果効果を推測しなければならない場合が数多

くあり，そのためには‘因果効果識別のための変数選択基準’や‘各統計モデルにおける

因果効果の推測法’等の開発が重要な鍵となる．同時介入効果の識別可能性問題において

従来の研究で提案された‘因果効果識別のための変数選択基準’を拡張し，因果効果の識

別可能条件の適用可能性を拡大してきた（Kuroki and Miyakawa, 1999, 2003）ほか，線型構

造方程式モデルのフレームワークにおいて，分散への因果効果の定式化およびその推測法

を開発するとともに，処理変数への外的操作により反応変数の分散が小さくなるための条

件を明らかにし，統計的因果推論が品質管理分野においても適用可能であることを示した

のが Kuroki (2012)[16]である．これにより，処理変数に介入を行ったときの反応変数のばら

つきを，実験によらない観察データを用いて推測することが可能となった（関連文献とし

ては，黒木(2008)，Kuroki and Miyakawa (2003) がある）．また，これまでの統計的因果推論

の枠組みにおいては一般に無作為化実験を実施できたとしても総合効果を直接効果と間接

効果に分解できないことが指摘されてきたが，Kuroki (2013)[17] は，Imai, et al. (2013) が提案

した効果の分解を可能とする実験デザインに対して，実験研究における総合効果の分解問

題は田口玄一(1976)においてすでに提起されており，いかに困難な問題であるかについても

暗に言及されていたことを述べるとともに，工業においても組み立て工程のような状況で

あれば Imai, et al. (2013) が提案した実験デザインが利用できる可能性があることを指摘し

た． 
[16] Kuroki, M. (2012).  Optimizing a control plan using causal diagram with an application to 

statistical process analysis.  J. of Applied Statistics, 39, 673-694. 
[17] Kuroki, M. (2013).  Discussion on "Experimental designs for identifying causal mechanisms" 

by Imai, Tingley and Yamamoto.  J. of the Royal Statistical Society, Series A, 173, 37-38. (IF= 
1.361). 

3-11. 集団遺伝学における識別問題の克服法および実証研究 

行動遺伝学は個人差に与える遺伝と環境の影響を推定する学問である．遺伝と環境要因

はそれぞれ 2 種類に分類されるが，従来の方法ではそれら全ての効果を推定することはで

きなかった．Ozaki, et al. (2011)[18], Behavior Genetics (IF= 2.606)では，高次積率を利用した構

造方程式モデリングにより識別問題を克服し，合計 4 種類の要因効果を推定することに成

功した．また，従来の方法による推定量にはバイアスが含まれていることを示し，本方法

を用いればそれらが小さくなることをシミュレーション研究によって示した． 
Fujisawa, et al. (2011)[19], Developmental Science (IF=3.628)では，双生児データを用い，母親

の養育行動と子どもの問題行動の間の関係を，遺伝要因と家庭環境要因を統制した上で調

べた．各変数に関する一卵性双生児の差得点に対してパス解析を行ったところ，権威的な
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養育行動と子どもの問題行動には双方向の因果が見られることが明らかになった．この研

究から，母親の権威的な養育行動には問題行動を低減させる効果があり，問題行動は有効

な養育行動を誘発することが示唆された． 
Fujisawa, et al. (2012)[20], J. of Abnormal Child Psychology (IF=3.09)では，双生児データを用い，

頭囲の発達（出生時点と 10 ヵ月時点の頭囲の差）と社会認知スキル（19 ヵ月時点）との関

係が検討された。その結果，両者の間には負の遺伝的関係が見られ，逆に正の環境的関係

が見られた．したがって，頭囲の発達の研究と社会認知スキルの関係においては，遺伝と

環境が異なる役割を果たしていることが明らかになった． 
Yamagata, et al. (2013)[21], Developmental Science (IF=3.628)では，ネガティブな養育と行為問

題（行為障害）との関係が 6 歳の双生児データを使って調べられた．分析の結果から，多

動性レベルが高い場合には，ネガティブな養育に注目して介入を行うことで，行為問題を

低減させる可能性が示された． 
[18] Ozaki, K.，Toyoda, H.，Iwama, N.，Kubo, S. and Ando, J. (2011).  Using non-normal SEM to 

resolve the ACDE model in the classical twin design.  Behavior Genetics, 41(2), 329- 339. 
[19] Fujisawa, K., Ozaki, K., Suzuki, K., Yamagata, S., Kawahashi, I. and Ando, J. (2011).  The 

genetic and environmental relationships between head circumference growth in the first year of 
life and sociocognitive development in the second year: A longitudinal twin study. 
Developmental Science, 15(1), 99-112. 

[20] Fujisawa, K., Yamagata, S., Ozaki, K. and Ando, J. (2012).  Hyperactivity/inattention 
problems moderate environmental but not genetic mediation between negative parenting and 
conduct problems.  J. of Abnormal Child Psychology, 40(2), 189-200. 

[21] Yamagata, S., Takahashi, Y., Ozaki, K., Keiko, F., Nonaka, K. and Ando, J. (2013).  
Bidirectional influences between maternal parenting and children's peer problems: A 
longitudinal monozygotic twin difference study.  Developmental Science, 16(2), 249-259. 

3-12. 野生生物に関する長期フィールドデータの活用 

野外に自生する植物集団の個体ベースデータは，基本的には人間が 1 本 1 本計測し，手

で入力する．データは手入力可能な情報量しか持たないが，それが 10 年も蓄積すると大規

模データの様相を呈し，専門的なデータ解析が要求される．Araki, et al. (2010)[22],  Botany 

(IF=1.225)では，11 年累計 1 万本を越す多年生草本データを分析し，10 年を越す定期観察

と適切なデータ解析なしには発見に至らなかった植物の生活史を示した．また，長期モニ

タリングデータは，付加的情報と適切なモデリングを伴わせることで，その価値は何倍に

も膨らむ．Shimatani, K. (2010)[23], Theoretical Population Biology (IF=1.241)では，森林樹木に

対して遺伝子データを追加し，動態モデルと集団遺伝モデルを統合して適用することによ

り，樹木集団の形成過程について考察した． 
一方，近年小型化の進んだデータロガーを野生動物に装着することにより，数日にわた

る 1 秒単位の動物行動データを入手できるようになった．Shiomi, et al. (2010)[24], Aquatic 

Biology (IF=1.453)では，南極のペンギンに装着した加速度センサーデータを分析している時

に，定期的に洗われるノイズを発見し，その原因を探った．Shimatani, et al. (2012)[25], PLoS 
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One (IF= 3.730)では，GPS による動物の移動軌跡データを扱う際の基礎となるモデルを方向

統計学を用いて提唱した． 
[22] Araki, K., Shimatani, K., Nishizawa, M., Yoshizane, T., and Ohara, M. (2010).  Growth and 

survival patterns of Cardiocrinum cordatum var. glehnii (Liliaceae) based on a 13-year 
monitoring study: Life history characteristics of a monocarpic perennial herb.  Botany, 88, 
745-752. 

[23] Shimatani, K. (2010).  Spatially explicit neutral models for population genetics and 
community ecology: extensions of the Neyman-Scott clustering process.  Theoretical 
Population Biology, 77, 32-41. 

[24] Shiomi, K., Narazaki, T., Sato, K., Shimatani, K., Arai, N., Ponganis, P. J. and Miyazaki, N. 
(2010).  Data-processing artefacts in three-dimensional dive path reconstruction from 
geomagnetic and acceleration data.  Aquatic Biology, 8, 299-304. 

[25] Shimatani, K., Yoda, K., Katsumata, N. and Sato, K. (2012).  Toward the quantification of a 
conceptual framework for movement ecology using circular statistical modeling.  PLoS One.  
DOI:10.1371/journal.pone.0050309. 

3-13. その他の S 評価論文 

[26] Katagiri, H., Uno, T., Kato, K. Tsuda, H. and Tsubaki, H. (2013). Random fuzzy 
multi-objective linear programming: Optimization of possibilistic value at risk (pVaR).   
Expert Systems with Applications, 40(2), 563-574.  (IF=1.854). 

ランダムファジィ変数が目的関数と制約条件に含まれている多目的線形計画問題を考察し，VaR 
(Value at Risk) 概念に可能性理論を組み込んだ possibilistic VaR (pVaR)を最適化する新たな意思決定モ

デルを提案した． 

[27] Ishiyama, I., Tanzawa, T., Watanabe, M., Maeda, T., Muto, K., Tamakoshi, A., Nagai, A. and 
Yamagata, Z. (2011).  Public attitudes to the promotion of genomic crop studies in Japan: 
Correlations between genomic literacy, trust and favourable attitude.  Public Understanding of 
Science, 21(4), 495-512.  (IF=1.866). 

ゲノム科学の進歩に伴い，研究の ELSI（倫理的・法的・社会的な意義）の側面に関する評価のため，

一般市民の理解や受容の実態をさぐる調査を行い，調査データの解析により，応用面での農作物へのゲノ

ム研究の発展への賛否に対し科学リテラシーやその他の要因が寄与していることを明らかにした． 

[28] Imoto, J., Saitoh, K., Sasaki, T., Yonezawa, T., Adachi, J., Kartavtsev, Y., Miya, M., Nishida, M. 
and Hanzawa, N. (2012).  Phylogeny and biogeography of highly diverged freshwater fish 
species (Leuciscinae, Cyprinidae, Teleostei) inferred from mitochondrial genome analysis 
Phylogeny and biogeography of highly diverged freshwater fish species (Leuciscinae, 
Cyprinidae, Teleostei) inferred from mitochondrial genome analysis.  Gene, 514, 112-124.  
(IF=2.196). 

淡水魚の遺伝情報を解析し，その系統進化を解明した．その結果から淡水魚の分布が現在の地理的配置

だけではなく，過去の大陸移動と密接な関係にあることを示した． 

[29] Ito, Y., Ioka, A., Nakayama, T., Tsukuma, H. and Nakamura, T.  (2011).  Comparison of 
trends in cancer incidence and mortality in Osaka, Japan, using an age-period-cohort model.  
Asian Pacific J. of Cancer Prevention, 12, 879-888.  (IF=1.271). 

大阪府がん登録データに基づくがん罹患率・死亡率について年齢・時代・世代効果を分離し，部位別・

男女別の動向について分析報告した 

[30] Kuroki, M. and Cai, Z. (2011).  Statistical analysis of "probabilities of causation" using 
covariate information.  Scandinavian J. of Statistics, 38, 564-577.  (IF=1.169). 
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[31] Fukuda, H., Morikane, K., Kuroki, M., Kawai, S., Hayashi, K., Ieiri, Y., Matsukawa, H., Okada, 
K., Sakamoto, F., Shinzato, T. and Taniguchi, S. (2012).  Impact of surgical site infections 
after open and laparoscopic colon and rectal surgeries on postoperative resource consumption.  
Infection, 40, 649-659.  (IF=2.440). 

[32] Fukuda, H., Morikane, K., Kuroki, M., Taniguchi, S., Shinzato, T., Sakamoto, F., Okada, K., 
Matsukawa, H., Ieiri, Y., Hayashi, K. and Kawai, S. (2013).  Toward the rational use of 
standardized infection ratios to benchmark surgical site infections.  American J. of Infection 
Control, 41.  DOI:10.1016/j.ajic.2012.10.004.  (IF=2.731). 

4. 質の向上度の判断 
研究成果面では，「研究成果に関する自己評価」（2-4 節）で述べたように，6 年前の第 1

期中期計画下の当初 3 年間における成果と比べると，発表論文数および口頭発表数の着実

な増加がある．高い国際的評価を得ている第三相臨床試験デザインおよび分子診断法の開

発のための統計的方法論の展開，その他，メタアナリシスにおける信頼区間の構成法の提

案，野生生物に関する長期フィールドデータの活用，集団遺伝学における識別問題の克服

法および実証研究，などの特徴ある研究成果を挙げることができる． 
研究活動面では，「鶴岡市における言語調査」にみる他機関との超長期にわたる継続調査

研究の実施，国際比較調査における大型の科学研究費の獲得，「リスク NOE 形成と工業標

準化国際規格開発」の貢献に対する日本統計学会活動賞の受賞，などを特筆することがで

きる． 
以上より，質の向上度としては「改善、向上している」と判断する． 

5. 参考資料 

5-1. 研究成果の論文による発表状況 

*期首教員数は，H24 年度構成員を基礎に所外から／への異動を考慮した数である． 

主な掲載雑誌名 
FSA リサーチレビュー MMJ（毎日医学ジャーナル） 応用統計学 
計量生物学 行動計量学  国立国語研究所論集 
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品質 分析化学  保健医療科学 
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年度 査読付論文 
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著書 
（内，英文） 期首教員数* 
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Reconstruction of Trust on a Cultural Manifold, 298-346.  Brill Academic Publishers. 
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5-2. 研究成果の口頭による発表状況 

年度 
国際学会 国内学会 

一般 招待 ポス 計 一般 招待 ポス 計 
平成 22（2010） 14 4 11 29 35 13  7 55 
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平成 23（2011）  8 5  4 17 44 20 10  74 
平成 24（2012） 19 7 11 37 63 31  6 100 

5-3. 科研費の獲得状況（研究代表者として獲得したもの，新規・継続を含む） 

年度 代表者数（件数） 期首教員数* 
平成 22（2010） 8 名（9 件） 16 名 
平成 23（2011） 6 名（7 件） 16 名 
平成 24（2012） 9 名（9 件） 19 名 

5-4. 鶴岡市における言語調査関連（3-1 節） 

鶴岡調査 
S25(1950).10～11 「第１回鶴岡調査」（面接法，RS=496 名） 
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H25(2013).02.28 山形新聞「消えゆく独特の発音」 
H25(2013).03.01 荘内日報「共通語化「最終段階」に」 

一般向け講演等 
H23(2011).12.03 「ことばと社会の文化講演会」（鶴岡市），講演 1 件 
H25(2013).03.10 「ことばの文化講演会」（鶴岡市），講演 1 件（連名） 

解 説 
[33] 中村隆 (2013). コウホー卜分析入門―鶴岡調査データを例に―, 統計, 2013 年 3 月号, 

48-52. 

口頭発表等 
2011 年 9 月 日本行動計量学会第 39 回大会（岡山理科大学），口頭発表 1 件． 
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ポスター発表 1 件． 
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究への招待」にて，発表 1 件． 
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企画．連名を含め，口頭発表 5 件． 
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*ここでの件数は，データ系の教員が連名者として含まれているものをカウントした． 

5-5. 国民性調査・意識の国際比較調査（3-2 節） 

国民性調査の周辺調査 
H22.11～H23.04 「2010 年格差と社会意識についての全国調査（国内調査・面接法，

1,763 名） 
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Communications, 3: 809. 
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Lansoprazole Ulcer Prevention Study Group (Low-Dose Aspirin Therapy) (2011).  
Lansoprazole for secondary prevention of gastric or duodenal ulcers associated with long-term 
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